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・支部委員会  

 日程： 10月1日（火）15時から17時 

 会場：第二本庁舎32階都庁職会議室 

 議題：ただ働きをなくすための方法 

   都立病院を都立のまま守る方法 

・第59回 病院支部定期大会 

 日程： 10月25日（金） 

  

10月11日公開の映画『最高の人生の見つけ方』の特別鑑賞券

を病院支部で販売いたします。 

通常1400円のところ、1100円とちょっとだけお得になってお

りますので、この機会に是非お買い求めください！ 

ご希望の方は代金と申込用紙（分会に用意がございます）を

お持ちの上、組合事務所または分会役員までお渡しくださ

い。販売期間は10月18日（金）までです。 

Change! 
地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

STOP! 

 9月3日（火）、元墨東病院薬剤師のAさんが都

に、在職中の不払い残業代の支払い等を求めて

裁判を起こしました。この提訴で墨東病院で日常

的に労働基準法を意図的に無視した違法行為が

行われていたことが明らかになりました。墨東病院

薬剤科では、終業時間の30分以内に一度タイム

カードを打刻し、その後薬局に戻り「自己研鑽」と

してただ働きを強制されていたというのです！ブ

ラック企業そのものです。 

 提訴後に都庁で行われた記者会見で弁護団の

笹山尚人弁護士は「どれも悪質だ」と前置きしたうえ

で、「タイムカード打刻後の（業務の）強制」を最も悪質

だと厳しく批判しました。「タイムカードを一度切ったうえ

で仕事をさせるのは、昔は民間で横行していて、大変問

題になっていました。まさかこういう事が都立の職場で

行われているとは、ここまでひどいのかと愕然としまし

た」 

 この裁判で何が問題にされているかを知り、そしてAさ

んを支援することは都立病院のただ働きを容認する体質を変えていくことにつながります。職場を変

えるのは裁判ではなく、あくまでも運動の力です。力を合わせて職場からただ働きをなくしましょう。 

からのお知らせ 
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3日、都庁で記者会見する右から笹山・長谷川弁護士 

(絵) ブラックジャックによろしく 佐藤秀峰 


